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あ
と
が
き

『
立
命
館 
史
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
も
第
３
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
本
紀
要
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
学
学
園
史
を
学
術
的
に
解
き
明
か
す
本
紀
要
が
、
読
者
に
と
っ
て
立
命
館
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
挑
戦
へ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

立
命
館 

史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
の
開
設
か
ら
、
間
も
な
く
五
年
目
を
迎
え

る
。
大
学
史
資
料
の
収
集
・
管
理
・
利
用
を
司
る
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
こ
の
間
大
き
く
前
進
し
て
き
た
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
・
オ
ー
プ
ン
化
の
時
代
を
迎
え
て
そ
の
事
業
内
容
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

大
学
に
は
、
図
書
館
や
博
物
館
を
は
じ
め
各
研
究
所
等
が
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
貴
重
な
学
術
資
料
や
文
化
資
産
が

膨
大
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
様
々
な
活
動
、
さ
ら
に
は
人
々
が
歴

史
を
刻
ん
で
き
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
憶
―
歴
史
的
な
建
造
物
、
四
季
折
々
の
風
景
、
地
域
の
歴
史
や
地
理
・
地
誌
等
―
は
大
学

が
有
す
る
貴
重
な
学
術
・
文
化
資
産
と
い
え
る
。
し
か
し
現
状
で
は
、
こ
れ
ら
の
学
術
・
文
化
資
産
は
学
内
に
散
在
し
て
お
り
、

あ
る
い
は
記
録
・
保
存
さ
れ
る
こ
と
な
く
消
失
・
消
散
し
、
あ
る
い
は
記
録
・
保
存
さ
れ
て
い
て
も
積
極
的
な
利
活
用
が
な
さ

れ
て
い
る
例
は
極
め
て
少
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
の
学
術
・
文
化
資
産
を
大
学
の
有
用
な
資
源
（
＝
学
術
・
文
化
資
源
）
と
位
置
づ
け
、
図
書

館
・
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
も
連
携
し
、
デ
ジ
タ
ル
空
間
お
よ
び
リ
ア
ル
な
空
間
（
＝
物
理
環
境
）
の
両
面
に
お
い
て
、
積

極
的
に
収
集
・
保
存
・
管
理
・
利
活
用
を
図
り
、
大
学
が
目
指
す
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
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る
。
現
在
す
で
に
、「
西
園
寺
家
寄
贈
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」、「
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
文
化
資
源
マ
ッ
プ
」
作
成
、「
学

園
史
に
関
す
る
常
設
展
示
施
設
」
の
設
置
提
案
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
園
で
は
現
在
、
二
〇
二
〇
～
二
〇
三
〇
年
を
見
据
え
た
「
Ｒ
２
０
３
０
」
事
業
の
具
体
化
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
代
以
降
の
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
従
来
に
も
ま
し
て
重
要
に
な
る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
け
る
「
新
た
な

価
値
創
造
」
を
担
う
機
関
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
に
注
目
頂
き
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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